
1第 10回 |「2鮭Jが考えは入艤経中3Dのメリットとは?

立体音響は映画だけ蹴 い
音楽制作の先駆者を直撃 !
コンテンツとハードの両輪から、音楽を高音質で楽しむ最新の取り組みに追る連載。

国内ブランド初の対応AVアンプが登場し、いよいよ普及が期待される「Auro‐ 3D」 。
そこで今回は、いち早くAuro‐ 3Dでの録音に着手してきた高音質レーベル「2L」 に注目。

創設者のモーテン・リンドベルグ氏に、Auro‐ 3Dで制作する意義について伺つた。

取材・執筆 山之内 正
photo byヽЛOrten Lindberg

1熱ιヽ θrJlι sθじれぎ
ノルウェーのオスロで2001年に誕生したレーベ

ル。北欧ならではの音楽を制作したいというリンド

ベルグ氏の思いから、北欧のアーティストによる現

代音楽が多いバ それに限らず、クラシックやジヤ

ス ポップス、民俗音楽なども扱う。
室内オーケストラ、 トロンハイム・ソ回イスツによる 陸影と熟考』の収録の様子。録音はセルビュ市セルビュ教会で行われ、ハイトと
通常のレイヤーの2層からなるマイクを取り囲むようにして、円形配置で演奏しているのが2Lの特徴だ。

サ
ラ
ウ
ン
ド
戦
銀
は
種
種
隋
な

プ
ル
ウ
エ
ー
の
レ
ー
ベ
ル

３
Ｄ
オ
ー
デ
ィ
オ
や
イ
マ
ー
シ
ブ
オ

ー
デ
イ
オ
と
呼
ば
れ
る
立
体
音
響
技
術

が
音
楽
再
生
に
も
た
ら
す
恩
恵
は
ど
の

ぐ
ら
い
大
き
い
の
か
。
映
画
に
比
べ
る

と
長
所
が
わ
か
り
に
く
い
と
考
え
て
い

る
人
が
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
優
れ

た
録
音
を
聴
き
さ
え
す
れ
ば
効
果
の
大

き
さ
を
強
く
実
感
す
る
は
ず
だ
。
そ
ん

な
優
れ
た
録
音
を
提
供
し
て
い
る
レ
ー

ベ
ル
の
代
表
と
し
て
、
今
回
は
ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
２
Ｌ
レ
ー
ベ
ル
を
紹
介
し
よ
■ヽ

２
Ｌ
は
音
質
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
い

レ
ー
ベ
ル
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｄ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ハ
イ
レ

ゾ
配
信
や
ブ
ル
ー
レ
イ
オ
ー
デ
ィ
オ
に

も
他
社
に
先
駆
け
て
参
入
し
、
良
質
な

音
源
を
持
続
的
に
提
供
し
て
き
た
ｃ
創

設
者
の
モ
ー
テ
ン
・
リ
ン
ド
ベ
ル
グ
は

自
ら
録
音
を
手
が
け
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン

ル
の
ア
ル
バ
ム
を
リ
リ
ー
ス
し
て
い
る
。

２
Ｌ
レ
ー
ベ
ル
の
録
音
の
特
徴
は
ピ

ュ
ア
志
向
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
３
次

元
２
Ｌ
Ｉ
Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
と
呼
ば
れ
る
独
自

の
メ
イ
ン
マ
イ
ク
ア
レ
イ
を
使
用
し
て

補
助
マ
イ
ク
を
最
小
限
に
削
減
。
さ
ら

に
イ
コ
ラ
イ
ザ
ー
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
レ

ン
ジ
の
処
理
を
行
わ
ず
に
音
の
純
度
を

維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

サ
ラ
ウ
ン
ド
収
録
を
積
極
的
に
手
が

け
る
こ
と
も
２
Ｌ
の
大
き
な
特
徴
で
、

１
９
９
０
年
代
初
頭
に
レ
ー
ベ
ル
を
立

ち
上
げ
た
あ
と
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｄ
登
場
後
の

２
０
０
４
年
か
ら
５

・
ｌ

ｃｈ
の
音
源
を

数
多
く
リ
リ
ー
ス
し
て
い
る
。
同
レ
ー

ベ
ル
の
ア
ル
バ
ム
に
は
、
演
奏
会
場
の

残
響
を
リ
ア
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
振
り
分
け

る

一
般
的
な
サ
ラ
ウ
ン
ド
録
音
と
は
異

な
り
、
楽
器
を
円
形
ま
た
は
前
後
に
配

置
し
て
中
心
に
マ
イ
ク
を
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
す
る
と
い
っ
た
、
す
べ
て
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
同
等
に
活
用
し
た
収
録
が
含
ま

れ
る
。
サ
ラ
ウ
ン
ド
で
再
生
す
る
と
演

奏
家
自
身
が
体
験
す
る
響
き
に
近
付

き
、
響
き
の

一
体
感
や
演
奏
家
同
士
の

躍
動
的
な
や
り
取
―，
な
ど
玩
専
つ
録
〓

ふ
■
つ
，↓いに
一
つ
１
一‐．′
　ヽ
ご〓二
〓
プ
ご
．́■
ｒ
・́
・

音
楽
再
生
て
メ
リ

ン
ヽ
の

大
き
な

Ａ
ｕ
ｒ
０

３
Ｄ
を
い
ち
早
く
採
用

Ａ
ｕ
ｒ
ｏ
　
３
Ｄ
の
発
案
者
で
あ
る

フ
ァ
ン

・
ベ
ー
レ
ン
と
２
０
１
１
年
に

出
会

っ
た
リ
ン
ド
ベ
ル
グ
は
そ
の
直
後

に
ト
ロ
ン
ハ
イ
ム

・
ソ
ロ
イ
ス
ツ
の
演

奏
で
初
め
て
Ａ
ｕ
ｒ
ｏ
９

・
ｌ

ｃｈ
の
録

音
を
手
が
け
、
「
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｒ
」

と
し
て
リ
リ
ー
ス
。
そ
の
音
源
を
収
録

し
た
ブ
ル
ー
レ
イ
オ
ー
デ
ィ
オ
は
、
イ

マ
ー
シ
ブ
オ
ー
デ
イ
オ
で
収
録
さ
れ
た

世
界
初
の
音
楽
デ
ィ
ス
ク
と
な
っ
た
、

イ
マ
ー
シ
ブ
オ
ー
デ
イ
オ
の
長
所
に

つ
い
て
リ
ン
ド
ベ
ル
グ
に
尋
ね
る
と
、

「イ
マ
ー
シ
ブ
オ
ー
デ
イ
オ
は
ス
テ
レ

オ
や
サ
ラ
ウ
ン
ド
に
比
べ
て
聴
き
手
を

感
動
さ
せ
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
く
、

音
量
を
大
き
く
し
な
く
て
も
音
響
的
そ
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:投影と熟考Jの 「フランク ブリッジの主題による
変奏曲Jでのマイクと楽器配置。リンドベルグ氏自身
がスコアを見て「作品の音響的な解刃用 をしたうえで
録音計画を立案.由によってマイクと楽器の配置が異
なるのもそのためである。

2L独自のマイクアレイ「2L‐ cubeJ。 下にべ ｀
レイヤー用、上にハイトレイヤー用の2層にた―

て録音していることがわかる。

「投影と熟考_
トロン ン_´ = 

■

‐■i■
`′

こ楽 器 配 置 を 最 適 化
~ 二  ́,=― レ ウィリアムズ、ス トラヴィ
T'一 二
=楽
作品を集めたアルバムで、作品

「
:二

==言
重して曲ごとに最適な楽器配置を工

=_■  こことに特徴がある。演奏者自身もそ
|=曇 至置を強く意識 し、積極的にアンサンフ
1='二 ,デている。 (山之内)

~ ―  ―■「:| =,96kHz)、 DTS_HDマ スターオーディオ5 1ch
■―
~ 
■■■こ、‐z リニアPCM 20ch(192kHz/24bl)●

■ 二●[■ ‐:二
=、
貫責想定価格¥4.525前後)●発売元:キングイ

マニフィカL
ニーダ=F貢菫三ブ女合唱団

位 置 関 係 ま で わ か 鶴解 像 度 の 高 さ

イマーシブオーディォのよさがイ云わる録音としてリ
ンドベルグ自身が薦めるアルバム。長い残響を伴
っているが各声部の音楽的な関係や位置関係まで

詳細に聴き取れる解像度の高さに特筆すべきもの

がある。5 1ch収 録の音源と聴き比べると、高さ成

分の有無がハーモニーの純度に及ぼす影響の大き

さがよくわかる。 (山之内)

●,■ -7 、フ _́レイーAuro 9 1ch(96kHz/24bl)、 DTS_HDマ スターオーディオ5 1ch
92-=2■ c: リニアPCM 2 0ch(192kHz/24bl)● 品番:2し 106SABD● 価
略 VC3E.、 実売言定価格¥4,525前後)●発売元:キングインターナショナル

取 材 協 力

し
て
音
楽
的
な
デ
ィ
テ
ー
ル
が
伝
わ
り

ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
レ
ゾ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
」
と
い
つヽ
失↑
え
が
返
っ
て
き

た
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
長
所
は
音
楽

ジ
ャ
ン
ル
や
楽
器
編
成
に
関
係
な
い
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
ア
コ
ー
ス
テ
イ
ッ
ク

な
空
間
で
演
奏
さ
れ
る
す
べ
て
の
音
楽

で
イ
マ
ー
シ
ブ
オ
ー
デ
イ
オ
に
よ
る
録

音
を
手
が
け
る
と
語

っ
て
い
る
．

実
際
の
録
音
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
写
真
を

見
る
と
、
Ａ
ｕ
ｒ
ｏ
１
３
Ｄ
の
２
つ
の

レ
イ
ヤ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ク
を
配
置

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
通
常
の
サ

ラ
ウ
ン
ド
成
分
に
斜
め
上
方
を
含
む
反

射
音
、
頭
上
に
浮
か
ぶ
余
韻
な
ど
を
加

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ア
ル
な
立
体

感
と
没
入
感
が
得
ら
れ
る
の
だ
。

Ａ
ｕ
ｒ
ｏ
１
３
Ｄ
と
他
方
式
の
違
い

で
特
に
リ
ン
ド
ベ
ル
グ
が
重
視
し
て
い

る
の
は
、
オ
ブ
ジ
エ
ク
ト
ベ
ー
ス
で
は

な
く
チ
ャ
ン
ネ
ル
ベ
ー
ス
の
コ
ー
デ
ッ

ク
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
だ
と
い
う
。

た
と
え
ば
Ａ
ｕ
ｒ
ｏ
１
３
Ｄ
の
推
奨
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ａ
ｕ
ｒ

ｏ
９

・
１
を
９
本
の
マ
イ
ク
で
収
録
す

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
イ
ク
が
と
ら
え

た
音
が
対
応
す
る

一
つ
の
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
そ
の
ま
ま
再
生
さ
れ
る
。　
一
方
、

オ
ブ
ジ
エ
ク
ト
ベ
ー
ス
の
コ
ー
デ
ッ
ク

で
は
製
作
側
の
意
図
に
従
っ
て
方
向
や

位
置
を
制
御
す
る
よ
う
に
レ
ン
ダ
リ
ン

グ
が
行
わ
れ
、
特
定
の
マ
イ
ク
の
音
が

複
数
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
再
生
さ
れ
て

し
ま
う
。
そ
の
手
法
に
も
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
の
だ
が
、
製
作
者
が
再
生
側
の
音

を
予
測
し
や
す
く
、
リ
ス
ナ
ー
に
と
っ

て
は
作
り
手
が
意
図
し
た
音
を
維
持
し

や
す
い
と
い
２ヽ
黒
で
、
特
に
音
楽
再
生

で
は
Ａ
ｕ
ｒ
ｏ
１
３
Ｄ
に
ア
ド
バ
ン
テ

ー
ジ
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
だ
　
そ

れ
に
つ
い
て
は
記
事
の
後
半
で
検
証
し

て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
一．

薦
量
嚢
境
の
条
誇
が
柔
軟
で

暮
Å
移
や
す
ひ
Å
誓
Ｆ
ｏ
‥
３
彦

推
奨
す
る
再
生
環
境
の
条
件
が
比
較

的
柔
軟
と
い
２ヽ
‐‐いに
も
Ａ
ｕ
ｒ
ｏ
１
３

Ｄ
の
特
徴
が
あ
る
。
９
ｃｈ
録
音
の
場
合
、

通
常
サ
ラ
ウ
ン
ド
の
５

・
ｌ
ｃｈ
ス
ピ
ー

カ
ー
に
４
本
の
ハ
イ
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を

加
え
る
と
い
う
の
が
理
想
だ
が
、
ハ
イ

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
は
頭
上
に
配

置
す
る
必
要
は
な
く
、
た
と
え
ば
オ
ー

ブ
ン
シ
ェ
ル
フ
の
上
な
ど
、
高
め
の
位

置
に
置
い
た
ス
ピ
ー
カ
ー
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
４
十
４

ｃｈ
な
ど
、
さ

ら
に
ス
ピ
ー
カ
ー
の
数
を
減
ら
し
た
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
リ
ン
ド
ベ
ル
グ
の
意

見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
青
像
定
位
を
安

定
さ
せ
、
音
の
質
感
を
高
め
る
う
え
で

セ
ン
タ
ー
ス
ピ
ー
カ
ー
が
威
力
を
発
を

す
る
こ
レ
ア
一、
低
音
咬
↑
が
〓
　
●
■

の

場

合

は

十

ブ

ウ

ヽ

一

一

　

・
卜

一

Ｉ Ｔ

´ 、

・

レ
一い
つヽ
人
口〓
■
．」
送
・́
´
ヽ́
ｆ
．́．　
で^
・

」
一
つ
．二
、
こ
一
一一
Ｉ
．́、二
　
一一　
一　

　́
　
．

生
〓
，
ｔ
」
一
、
三
ゴ
，
●
こ
´
二
、　
　
一一　
一

・い
　
　
いう
■ｒ
、́
一́
　
・一
一́三二ｔ
　
・
‐・〓″∵
〓́
だ́
だな

要
は
ヽ
こ
二
ｉ

ｔ

２
Ｌ
レ
ー
ヘ
ル
の
音
源
は
複
数
の
メ

デ
ィ
ア
や
フ
ア
イ
ル
形
式
で
人
手
で
き

る
が
、
録
音
自
体
は
Ｐ
ｙ
ｒ
ａ
ｍ
ｉ
ｘ

を
用
い
て
３
５
２
　
８
ｋ
Ｈｚ
／
２４
ｂ
ｉ

ｔ
で
行
わ
れ
て
い
る
。
高
い
サ
ン
プ
リ

ン
グ
周
波
数
で
収
録
す
る
理
由
は
、
そ

の
方
が
人
間
の
聴
覚
の
特
性
に
よ
っ
て

音
を
正
し
く
認
識
で
き
る
か
ら
だ
と
い

う
。
聴
覚
は
イ
ン
パ
ル
ス
応
答
へ
の
感

度
が
高
く
、
音
色
や
位
置
な
ど
の
再
現

精
度
が
上
が
る
と
い
つヽ
こ
と
だ
と
思

つヽ

が
、
そ
の
点
は
筆
者
も
強
く
共
感
す
る
。

モーテン0リンドベルグ氏
1970年生まれ。1992年 に自らのプロダクション会社Lindberg Lydを 設立。
EM/V rg n、 Naxosを はじめとするレーベルのサウンド・エンジエア、プ
ロデューサーとして,舌躍の後、2001年に自らのレコードレーベル「2LJを
設立。2006年以降グラミー賞にノミネート28回。その中には16回のBest
Englneered Album、  Best Surround Sound Album、  Producer of the
Yearが含まれる。
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